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した｡ Tm｡x は,Pの減少に伴 って,面内の強い強磁性相互作用Jl のみを考慮して見
積られた臨界濃度 P三-2/7Jl-2/6 付近に落ち込む傾向を示 し,最終的 喧臨界濃度
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p -0.1 で消滅 した｡ このような段階的変化は,複数の相互作用を有する希釈磁性体C
系の特徴であることが最近の理論により示されているO 又, TNは 壬)20･5の高濃度で
紘, T｡ax と同様な変化を示すが,低濃度領域ではTmxと非常に異なるo この両者の
相違は, TNで示されるピークが,この濃度領域で非常にブロー ドになることから,短




(1) P≧p三 :xのピークは濃度の減少によりブロー ドになるo比熱,磁化がメタ磁性
的挙動を示すo したがって,母体 Ni(OH)2と同様,メタ磁性的スピン秩序が形成さ
れていると思われる｡又, Pcl付近でⅠ-iEが消滅することは,J一 により結合 したス
ピンの無限ネットワークの存在するかぎり,メタ磁性的スピン秩序が安定であること
を意味すると思われ る｡
(2) P ～<p≦pl.･xのピークがシャープになり,磁場依存性が大きくなる｡ 転移点c C
(Tmax)近傍で X〝の異常が出現 し,この異常 はP｡付近で最大となる｡ さらに,磁
化,比熱がメタ磁性的挙動を示さない等 を考え合せると,メタ磁性 と異なるスピン秩
序が形成 されているものと思われる｡
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